
令和４年８月（１）第 654 号 足 立 史 談

区
に
移
り
住
ん
だ
の
も
、
東
京
で
教
員
を

務
め
て
い
る
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）

の
こ
と
で
し
た
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七
一
）
の
こ
と
で
す
。
こ
の
年
よ
り

裕
氏
は
、二
代
宮
川
香
山
・
板
谷
波
山
と
い
っ

た
近
代
陶
芸
の
名
工
に
学
ん
だ
陶
芸
家
、
宮

之
原
謙
（
み
や
の
は
ら 

け
ん
、
一
八
九
八

～
一
九
七
七
）
に
師
事
し
、
陶
芸
の
道
へ
足

を
踏
み
入
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
翌
年
に
は
教

職
を
退
い
て
陶
芸
に
専
念
す
る
こ
と
を
決

め
、
四
十
四
歳
に
し
て
陶
芸
家
と
し
て
の
歩

み
を
は
じ
め
た
の
で
す
。

　

こ
の
宮
之
原
謙
に
師
事
す
る
中
で
出
会

い
、
裕
氏
の
生
涯
の
表
現
と
な
る
の
が
、

釉
薬
を
用
い
た
象
嵌
技
法
「
釉
象
嵌
」
で

し
た
。
こ
の
技
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後

述
し
ま
す
が
、
以
降
、
裕
氏
は
「
釉
象
嵌
」

の
技
法
の
探
求
を
続
け
、
陶
芸
に
専
念
し

て
二
年
後
の
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）

に
伝
統
工
芸
新
作
展
で
初
入
選
し
た
の
を

皮
切
り
に
、
三
越
日
本
橋
本
店
・
大
丸
東

京
店
な
ど
で
個
展
を
開
催
す
る
他
、
日
本

伝
統
工
芸
展
・
日
本
陶
芸
展
な
ど
の
大
規

模
公
募
展
で
の
入
選
を
重
ね
、
第
一
線
で

活
躍
す
る
陶
芸
家
と
し
て
の
地
位
を
確
か

な
も
の
と
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
は
伊
勢

神
宮
外
宮
豊
受
大
神
宮
へ
作
品
を
献
納
す

る
と
い
う
名
誉
も
得
、
足
立
に
居
を
構
え
、

陶
芸
の
道
を
進
み
は
じ
め
て
以
来
、
五
十

年
に
渡
り
陶
芸
家
と
し
て
の
活
躍
を
重
ね

て
き
た
の
で
す
。
そ
の
作
品
は
現
在
、
敦

　

令
和
四
年
五
月
、
五
十
年
に
渡
り
足
立

区
を
拠
点
に
制
作
を
続
け
て
き
た
陶
芸
家
、

内
藤
裕
（
な
い
と
う 

ゆ
た
か
、
一
九
二
八

～
…
）
氏
よ
り
、
自
身
の
陶
芸
作
品
五
点

を
郷
土
博
物
館
へ
ご
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

博
物
館
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
「
新
収
蔵

資
料
展
「
釉
象
嵌
」
陶
芸
の
美
」（
令
和
四

年
六
月
二
十
八
日
～
七
月
十
日
）
を
開
催

し
、
広
く
寄
贈
作
品
の
お
披
露
目
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
は
こ
の
展

覧
会
の
内
容
を
踏

ま
え
、
新
た
に
郷

土
博
物
館
の
収
蔵

資
料
と
な
っ
た
内

藤
裕
氏
の
「
釉
象

嵌
」
陶
芸
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
陶
芸
家
、
内
藤

裕
氏　

内
藤
裕
氏

は
、
昭
和
三
年

一
九
二
八
）、
千

葉
県
の
生
ま
れ
で

す
。
や
が
て
東
京

第
三
師
範
学
校

（
現
・
東
京
学
芸

大
学
）
に
進
学
し
、

卒
業
後
は
郷
里
千

葉
県
や
東
京
の

小
・
中
学
校
で
数

学
や
美
術
の
教
員

と
し
て
教
鞭
を
と

り
ま
し
た
。
足
立
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線
的
な
線
条
文
を
大
皿
の
見
込
み
（
内
側
）

全
面
に
施
し
た
「
釉
象
嵌
大
皿
」
を
出
展

し
、「
釉
薬
の
特
性
が
見
事
に
い
か
さ
れ
、

直
線
的
な
線
条
文
は
、
陶
土
に
よ
る
象
嵌

に
較
べ
て
軟
ら
か
く
温
い
」
と
の
評
を
得

て
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
作
は

こ
の
「
釉
象
嵌
大
皿
」
の
文
様
の
モ
テ
ィ
ー

フ
を
活
か
し
、
そ
れ
を
四
角
形
に
収
め
て
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
散
り
ば
め
た
作

品
で
す
。

　

写
真
２
の
「
釉
象
嵌
壺
『
揺
』」
は
、
平

成
十
年
（
一
九
九
八
）
頃
の
作
品
で
す
が
、

平
成
十
二
年
に
裕
氏
が
伊
勢
神
宮
外
宮
豊

受
大
神
宮
へ
作
品
を
献
納
し
た
際
の
献
納

作
品
に
近
い
表
現
の
一
作
で
す
。

　

曲
線
を
描
く
葦
の
葉
状
の
文
の
中
に
、 

様
々
な
色
味
の
円
形
の
文
様
が
配
さ
れ
、 

さ
ら
に
そ
れ
を
覆
う
よ
う
に
白
の
斜
線
が

走
る
と
い
う
複
雑
な
文
様
構
造
で
、
平
成

九
年
に
三
越
日
本
橋
本
店
で
開
催
さ
れ
た

個
展
の
出
展
作
に
も
同
様
の
モ
テ
ィ
ー
フ

が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
十
年

前
後
に
裕
氏
が
多
く
手
が
け
た
文
様
で

あ
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

裕
氏
の
釉
象
嵌
陶
芸
作
品
は
、
作
品
そ

の
も
の
の
静
か
な
る
優
美
さ
を
楽
し
む
と

共
に
、
そ
の
工
程
を
知
る
こ
と
で
、
繊
細

巧
緻
な
技
巧
を
よ
り
深
く
感
じ
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
郷
土
博
物
館
は
、
今
回
ご
寄

贈
頂
い
た
作
品
を
、
今
後
と
も
大
切
に
保

管
・
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
・
専
門
員
）

頂
い
た
作
品
は
、「
釉
象
嵌
」
に
よ
る
陶
芸

作
品
五
点
に
な
り
ま
す
。
紙
幅
の
都
合
上
、

そ
の
全
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ

ん
が
、
こ
こ
で
二
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

写
真
１
に
掲
載
し
た
の
は
、
寄
贈
五
点

中
、
最
も
古
く
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で
、

昭
和
六
十
年
頃
の
裕
氏
の
作
品
で
す
。「
釉

象
嵌
層
文
壺
」
と
題
さ
れ
る
こ
の
作
品
は
、

幾
重
に
も
層
を
な
す
「
く
」
の
字
状
の
文

様
を
壺
の
表
面
に
散
り
ば
め
た
作
品
で
、

一
層
ご
と
に
文
様
を
彫
り
、
色
の
異
な
る

釉
薬
を
象
嵌
す
る
と
い
う
、
釉
象
嵌
の
繊

細
な
過
程
を
垣
間
見
せ
ま
す
。

　

裕
氏
は
、
制
作
の
二
年
前
と
な
る
昭
和

五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
の
日
本
伝
統
工

芸
展
で
、
本
作
の
よ
う
に
層
を
な
す
、
直

　
　

し
ま
す
。
釉
薬
が
乾
い
た
ら
ゴ
ム
液 

　
　

を
剥
が
し
、
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
な 

　
　

ら
し
て
い
き
ま
す
。
文
様
の
彫
刻
か 

　
　

ら
以
上
ま
で
の
工
程
は
、
必
要
に
応 

　
　

じ
て
複
数
回
繰
り
返
し
ま
す
。

　
　
四
、
焼
成
（
本
焼
き
）

　
　

電
気
窯
で
本
焼
き
を
行
い
、
完
成
。
下 

　
　

地
の
釉
薬
と
象
嵌
す
る
釉
薬
は
、
焼
成 

　
　

時
に
釉
薬
が
融
け
る
温
度
「
融
点
」
が 

　
　

合
う
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
調
整
を 

　
　

行
っ
て
お
き
ま
す
。

　

こ
の
工
程
を
経
て
完
成
さ
れ
た
釉
象
嵌

作
品
は
、
隣
り
合
う
釉
薬
が
文
様
の
形
状

を
崩
す
こ
と
な
く
絶
妙
に
溶
け
合
い
、
柔

ら
か
な
境
界
線
を
生
み
出
し
ま
す
。

　

裕
氏
は
こ
の「
釉
象
嵌
」に
つ
い
て
、「〝
釉

象
嵌
〟
に
出
合
っ
た
の
は
、
二
十
数

年
前
、
宮
之
原
先
生
宅
で
湯
呑
み

を
見
せ
て
頂
い
た
時
の
こ
と
で
し

た
。
初
め
て
知
る
技
法
に
た
い
へ
ん

興
味
を
持
ち
、
と
て
も
心
惹
か
れ
た

こ
と
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
の
後
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た

た
め
、
教
え
を
乞
う
こ
と
も
で
き

ず
、
自
分
な
り
に
思
考
錯
誤
し
て
こ

れ
ま
で
続
け
て
参
り
ま
し
た
」（『
釉

象
嵌 

内
藤
裕 

作
陶
展
』、
株
式
会

社
三
越
、
一
九
九
七
年
）
と
述
べ
て

い
ま
す
。
師
の
も
と
で
出
会
っ
た
技

法
を
、
裕
氏
は
一
貫
し
て
探
求
し
続

け
て
き
た
の
で
す
。　

■
裕
氏
の
寄
贈
作
品　

今
回
、
裕

氏
か
ら
郷
土
博
物
館
へ
と
ご
寄
贈

井
美
術
館
（
新
潟
市
）
や
菊
池
寛
実
記
念

智
美
術
館
（
東
京
都
港
区
）
と
い
っ
た
美

術
館
に
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
「
釉
象
嵌
」
と
い
う
技
法　

前
述
の
通
り
、

裕
氏
が
生
涯
の
技
法
と
し
、
探
求
を
重
ね

た
の
が
釉
薬
を
駆
使
し
た
「
釉
象
嵌
」
と

い
う
技
法
で
す
。

　
「
象
嵌
」
は
、
彫
金
な
ど
工
芸
全
般
に
用

い
ら
れ
る
技
法
で
、
素
地
と
な
る
素
材
の

表
面
に
文
様
を
彫
り
込
ん
で
、
そ
こ
に
素

地
と
は
別
の
素
材
を
嵌
め
込
む
こ
と
で
文

様
の
装
飾
性
を
際
立
た
せ
る
技
術
で
す
。

　
「
釉
象
嵌
」
は
、
こ
れ
を
陶
芸
の
中
で
用

い
る
手
法
の
一
種
で
、
一
般
に
知
ら
れ
る
、

「
陶
土
」
を
主
体
と
し
て
素
地
と
別
配
合
の

陶
土
を
文
様
彫
刻
部
に
は
め
込
む
と
い
う

象
嵌
技
法
に
対
し
、
陶
磁
器
の
表
面
に
か

け
る
「
釉
薬
」
を
主
体
と
す
る
技
法
で
す
。

そ
の
工
程
は
、
大
き
く
以
下
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
　
一
、
形
成
・
素
焼
き

　
　

ろ
く
ろ
で
素
地
と
な
る
器
を
形
成
し
、 

　
　

素
焼
き
を
施
し
ま
す
。

　
　
二
、
文
様
の
下
書
き
と
彫
刻

　
　

素
焼
き
し
た
磁
肌
の
全
体
に
釉
薬
を 

　
　

掛
け
、
乾
か
し
た
上
で
、
下
地
の
釉
薬 

　
　

部
分
に
文
様
を
下
書
き
し
、
文
様
部 

　
　

分
を
彫
刻
刀
で
削
り
ま
す
。

　
　
三
、
防
染
と
釉
薬
の
象
嵌

　
　

二
で
削
っ
た
文
様
の
縁
に
ゴ
ム
液
を 

　
　

塗
り
、
嵌
め
込
む
釉
薬
が
周
囲
に
染
み 

　
　

込
む
の
を
防
い
だ
後
、
素
地
と
別
色 

　
　

の
釉
薬
を
筆
で
象
嵌
（
塗
り
嵌
め
） 

第 654 号（２）

写真 2　内藤 裕 「釉象嵌壺『揺』」平成 10 年（1998）頃
高 30.0 径 34.0㎝　当館蔵（2022 年寄贈）
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こ
の
申
請
書
と
は
別
に
、
十
二
月
十
九
日

付
で
東
京
府
に
よ
る
「
軽
便
軌
条
敷
設
ノ
件

聴
届
」
と
し
て
軽
便
軌
道
の
敷
設
を
許
可
す

る
文
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
文

書
で
、
東
京
府
は
「
敷
設
ノ
場
所
ハ
千
住
町

大
字
千
住
四
丁
目
字
西
耕
地
七
百
七
十
二

番
地
先
中
田
道
ニ
シ
テ
…
」
と
、
先
の
文
書

の
申
請
区
間
よ
り
約
四
百
メ
ー
ト
ル
東
の

地
点
に
敷
設
し
て
い
ま
す
。
板
垣
家
は
、
軽

便
軌
道
の
敷
設
を
複
数
区
間
で
申
請
し
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
文
書
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
中
田
道
に
も
軽
便
軌
道
を
敷
設
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
文
書
に

は
、
内
務
省
東
京
土
木
出
張
所
荒
川
改
修
事

務
所
の
「
土
取
許
可
書
」
二
通
が
一
緒
に
綴

じ
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
土
取
場
所
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
住
所
は
、「
千
住
一
丁

目
字
川
田
耕
地
五
二
五
番
宅
地　

五
三
七

番
ノ
二
宅
地
」「
字
川
田
耕
地
五
六
六
番
畑
」

と
な
っ
て
お
り
、
二
か
所
は
宅
地
の
土
の
採

取
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
居
の
た
め
の
埋
立

に
は
宅
地
の
土
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
現
在
も
活
用
さ
れ
る
邸
宅　

現
在
、
レ
ス

ト
ラ
ン
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
板
垣
家

の
旧
宅
（
千
住
五
︱
六
―
七
）
は
、
北
側
の

都
市
計
画
道
路
の
一
部
開
通
に
と
も
な
っ

て
昭
和
十
三
年
に
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
ご
寄

贈
い
た
だ
い
た
資
料
の
中
に
は
こ
の
時
の

上
棟
式
の
写
真
も
残
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の

関
係
者
が
並
ん
だ
様
子
か
ら
は
自
邸
新
築

の
晴
れ
が
ま
し
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　   （
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

道
の
北
側
終
点
（
土
の
採
取
場
所
）
は

現
在
の
荒
川
の
真
下
で
、
住
居
表
示
は

「
千
住
五
丁
目
字
川
田
耕
地
五
百
六
十
六
番
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
土
を
ど
こ
に
運
ん
だ
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
「
設
置
願
」
に
は
、
運
び
先

が
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
出
頭
人
（
申
請

者
）
の
住
所
は
「
千
住
町
大
字
千
住
五
丁
目

四
百
五
十
一
番
地
」
で
、
こ
れ
は
土
の
採
取

地
と
隣
接
す
る
よ
う
な
場
所
で
す
の
で
、
放

水
路
の
開
削
に
よ
り
住
め
な
く
な
る
場
所

で
す
。
文
書
に
「
住
居
移
転
先
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
新
た
に
家
を
建
て
る
場
所

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。板
垣
家
は
、元
々

は
千
住
五
丁
目
三
十
五
番
に
住
ん
で
お
り

油
屋
を
営
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。
採
取
し

た
土
は
こ
の
場
所
の
埋
立
に
使
わ
れ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
放
水
路
）
開
削
以
前
は
現
在
の
千
住
地
域

か
ら
地
続
き
に
北
は
本
木
や
梅
田
、
中
央
本

町
辺
り
ま
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
千
住
は
南

北
に
細
長
い
形
で
し
た
。
こ
の
頃
の
住
居
表

示
は
、
千
住
大
橋
か
ら
五
丁
目
ま
で
以
外
は

だ
い
た
い
「
千
住
町
大
字
千
住
○
丁
目
字
○

耕
地
」
と
い
う
も
の
で
、
多
く
を
田
畑
が
占

め
て
い
ま
し
た
（
千
住
緑
町
地
域
な
ど
萱
場

［
＝
屋
根
を
ふ
く
萱
を
刈
り
取
る
場
所
］
も

あ
り
ま
し
た
）。
板
垣
家
の
あ
っ
た
川
田
耕

地
は
多
く
が
放
水
路
の
下
に
な
り
ま
し
た
。

■ 

ト
ロ
ッ
コ
で
土
を
運
ぶ　

同
じ
年
の
九

月
八
日
に
、
板
垣
家
か
ら
「
軽
便
軌
道
設

置
願
」
が
千
住
町
長
に
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、「
拙
者
、
所
有
地
新
河
川
ニ

テ
買
収
セ
ラ
レ
、
住
居
移
転
先
埋
立
土
ヲ

旧
所
有
地
ヨ
リ
移
転
地
ニ
運
搬
ノ
為
、
中

田
道
迄
往
来
ニ
障
碍
ナ
キ
様
設
置
仕
リ
度

候
間
…
」
と
い
う
こ
と
で
、
引
越

先
の
土
地
に
盛
土
を
し
た
い
、
つ

い
て
は
そ
の
土
を
、
旧
所
有
地
か

ら
軽
便
軌
道
（
ト
ロ
ッ
コ
）
を
設

置
し
て
運
び
た
い
と
申
請
し
た
の

で
し
た
。
こ
の
申
請
書
に
は
軽
便

軌
道
敷
設
場
所
の
簡
単
な
地
図

が
添
付
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
か
ら

す
る
と
、
現
在
の
千
住
新
橋
と
西

新
井
橋
の
中
間
あ
た
り
か
ら
南
下

し
て
、
現
在
の
千
住
公
園
の
北
側

を
東
西
に
走
る
道
（
こ
の
文
書
で

は
、
こ
の
道
を
中
田
道
と
呼
ん
で

い
ま
す
）
ま
で
の
区
間
に
軌
道
を

敷
設
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
軌

　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
と
四
十
三
年

の
洪
水
被
害
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
荒
川
放

水
路
の
開
削
が
急
が
れ
ま
し
た
。
当
館
に
ご

寄
贈
い
た
だ
い
た
千
住
の
板
垣
家
の
資
料

に
、
放
水
路
の
敷
地
と
な
る
土
地
の
明
け
渡

し
や
引
越
の
様
子
が
見
ら
れ
る
文
書
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
ご
紹
介
し
ま
す
（
当

文
章
内
の
引
用
資
料
は
す
べ
て
板
垣
家
資

料
（
当
館
蔵
）
で
す
）。

■
土
地
の
売
却　

千
住
川
田
耕
地
で
農
業

を
営
ん
で
い
た
板
垣
家
は
、
そ
の
多
く
の

土
地
が
開
削
さ
れ
る
放
水
路
の
敷
地
と
な

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
大
正
二

年
（
一
九
一
三
）
一
月
十
日
に
内
務
省
東
京

土
木
出
張
所
と
「
土
地
買
収
協
議
書
」
を

交
わ
し
て
、
田
畑
や
宅
地
を
国
へ
売
り
渡

し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
同
時
に
「
移
転
協

議
書
」
も
取
り
交
わ
し
、
売
り
渡
す
敷
地

に
あ
る
建
物
も
売
り
渡
し
て
い
ま
す
。
買

収
に
あ
た
り
、
同
出
張
所
は
、
事
前
に

「
荒
川
改
修
工
事
土
地
収
用
ニ
付
注
意
事
項
」

と
い
う
印
刷
物
を
土
地
所
有
者
に
配
布
し

て
、
土
地
の
売
渡
の
際
に
注
意
す
べ
き
点
を

列
挙
し
て
い
ま
す
。

■
放
水
路
の
下
に
な
る
千
住　

と
こ
ろ
で
、

千
住
と
言
っ
て
も
、
現
在
の
よ
う
に
隅
田
川

と
荒
川
に
囲
わ
れ
た
地
域
で
は
な
く
、
荒
川
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市
を
震
源
と
す
る
濃
尾
地
震
が
発
生
し
、 

七
、二
七
三
人
の
死
者
を
出
し
て
い
る
。
こ

の
地
震
で
は
、
文
明
開
化
の
象
徴
で
あ
っ

た
煉
瓦
建
造
物
に
も
大
き
な
被
害
が
あ
っ

た
。
明
治
維
新
で
近
代
国
家
と
な
っ
た
日

本
に
は
、
相
次
ぐ
巨
大
地
震
が
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

白
根
永
三
郎
が
寄
付
を
し
て
表
彰
さ
れ

た
二
五
年
後
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、

今
度
は
東
京
に
全
国
か
ら
多
額
の
義
援
金

が
集
ま
る
こ
と
に
な
る
。　

【
参
考
文
献
】

中
央
防
災
会
議　

災
害
教
訓
の
継
承
に
関

す
る
専
門
調
査
会
「
１
８
９
６　

明
治
三

陸
地
震
津
波　

報
告
書
」
二
〇
〇
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　  （
文
化
財
係
学
芸
員
）

　【
場
所
】
大
田
区
立
郷
土
博
物
館
（
東
京
都

大
田
区
南
馬
込
五
丁
目
一
一
番
一
三
号
）

【
展
示
名
】
特
別
展
「
大
勾
玉
展
―
宝
萊
山

古
墳
、
東
京
都
史
跡
指
定
７
０
周
年
―
」

【
会　

期
】
八
月
二
日
（
火
曜
日
）
～
一
〇

月
一
六
日
（
日
曜
日
）

【
内　

容
】
全
国
各
地
か
ら
約
一
五
〇
〇

点
の
勾
玉
を
一
堂
に
集
め
た
大
展
示
で
す
。

伊
興
遺
跡
と
法
華
寺
境
内
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
子
持
勾
玉
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

八
、〇
〇
〇
万
円
の
一
割
強
に
あ
た
る
。
参

考
ま
で
に
令
和
四
年
度
の
国
家
予
算
を
見

て
み
る
と
、
お
よ
そ
一
〇
八
兆
円
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
一
割
と
す
る
と
お
よ
そ
一
一
兆

円
と
な
る
。
単
純
に
計
算
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
最
大
八
七
〇
万
円
と
い
う
被

害
額
の
多
き
さ
は
理
解
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
総
額
が

お
よ
そ
一
七
兆
円
、
阪
神
淡
路
大
震
災
が

お
よ
そ
一
〇
兆
円
と
言
わ
れ
て
い
る
。　

■
義
援
金　

明
治
三
陸
地
震
津
波
と
い
う

未
曽
有
の
災
害
に
対
し
、
多
額
の
義
援
金

が
集
ま
っ
た
。
正
確
な
金
額
は
不
明
だ
が
、

総
額
六
三
五
、六
六
三
円
に
及
ん
だ
と
い
う
。

こ
う
し
た
義
援
金
に
よ
っ
て
被
災
地
は
支

え
ら
れ
て
い
た
。

■
褒
賞
状　

明
治
三
〇
年
三
月
二
六
日
に
、 

国
は
宮
城
・
岩
手
・
青
森
の
三
県
知
事
に

対
し
、
金
穀
財
産
等
を
寄
付
し
た
も
の
に

対
し
て
褒
賞
状
を
送
る
よ
う
に
通
達
し

た
。
そ
の
た
め
三
県
知
事
連
署
の
褒
賞
状

が
三
一
三
、二
九
八
件
、
二
県
知
事
の
連
署

や
単
独
で
出
し
た
も
の
も
あ
わ
せ
る
と
合

計
四
一
三
、三
六
〇
件
と
い
う
膨
大
な
数
の

褒
賞
状
が
発
行
さ
れ
た
。
大
量
に
発
行
さ

れ
た
褒
賞
状
は
、
冒
頭
の
住
所
、
寄
付
額
、

氏
名
の
み
が
手
書
と
な
っ
て
い
る
。
本
文

書
と
同
様
の
褒
賞
状
は
鴨
下
家
文
書
に
も

収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
現
足
立
区
域
か
ら
も

多
く
の
義
援
金
が
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。

■
相
次
ぐ
地
震　

明
治
三
陸
地
震
の
五
年

前
、
明
治
二
四
年
に
も
現
岐
阜
県
本
巣

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
海
嘯
（
か

い
し
ょ
う
）は
津
波
の
こ
と
で
、救
恤（
き
ゅ

う
じ
ゅ
つ
）
は
救
い
め
ぐ
む
こ
と
で
あ
る
。

本
文
書
は
明
治
三
一
年
に
被
災
地
の
三
県

知
事
が
寄
付
に
対
す
る
謝
意
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。　

■
明
治
三
陸
地
震
津
波　

明
治
二
九
年
六

月
一
五
日
、
午
後
七
時
三
二
分
、
三
陸
沖

を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
起
こ
っ
た
。
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
二
～
八
・
五
と
推
定

さ
れ
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
に
匹
敵
す
る
大
地
震
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
大
地
震
に
よ
り
、
北
海
道
か
ら
宮

城
県
ま
で
の
広
い
地
域
で
津
波
が
発
生
し

た
。
東
日
本
大
震
災
同
様
、

三
陸
沿
岸
を
巨
大
な
津
波

が
襲
い
、
綾
里
村
白
浜
（
現

岩
手
県
大
船
渡
市
）
で
は
約

三
八
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に

達
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
地
震
と
津
波
に
よ

り
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲

者
を
上
回
る
二
一
、九
一
五

人
も
の
人
々
が
亡
く
な
っ

た
。
明
治
以
降
に
発
生
し

た
災
害
の
中
で
は
、
関
東

大
震
災
に
次
ぐ
犠
牲
者
数

で
あ
る
。

■
被
害
総
額　

地
震
と
津
波

に
よ
る
被
害
金
額
は
最
大

八
七
〇
万
円
と
言
わ
れ
て

お
り
、
当
時
の
国
家
予
算 

　

千
住
二
丁
目
の
白
根
家
に
伝
来
し
、
現

在
郷
土
博
物
館
で
整
理
中
の
白
根
家
文
書

の
中
に
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
の

明
治
三
陸
地
震
津
波
に
関
す
る
史
料
（
写

真
）
が
あ
っ
た
。
今
回
は
そ
の
史
料
を
紹

介
し
た
い
。

　

本
文
中
に
は
「
明
治
二
十
九
年
六
月
県

下
海
嘯
」
に
あ
た
っ
て
、
白
根
永
三
郎
が

一
円
を
「
罹
災
者
救
恤
」
の
た
め
に
寄
付

写真　（褒賞状）  明治 31 年 10 月 1 日　白根家文書

明
治
三
陸
地
震
津
波
の

明
治
三
陸
地
震
津
波
の

褒
賞
状

褒
賞
状
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こ
こ
で
見
ら
れ
る
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